近世におけるヴェネツィア共和国とシリアの輸出入貿易1592-1609年 by 飯田 巳貴
― 1 ― 
近世におけるヴェネツィア共和国とシリアの輸出入貿易 1592-1609 年 
 
飯 田 巳 貴 
 
はじめに 
 
 17 世紀の北イタリア経済は、長年にわたり、中世後期からの繁栄が終わり衰退が開始された
時期と定義されてきた。しかしこうしたネガティブな評価は、近年になって修正されつつある。
その理由として、同時期に北イタリア各地で主に輸出向けの奢侈品製造が成功し、経済水準を
維持したことが挙げられる。生き残りに成功した事例としては、ヴェネツィアやフィレンツェ
の絹織物製造、ピエモンテの毛織物製造、ヴェネト、トスカーナ、アブルッツォの絹撚糸製造、
クレモナのヴァイオリン制作、ムラーノ島（ヴェネツィア）のガラス製造、リグーリアやロン
バルディアでの武器製造など枚挙に暇がない1。 
 ヴェネツィアでは、海上交易に代わって、16 世紀後半から毛織物製造業、続いて同世紀末か
らは絹織物製造業が成長した。ヴェネツィアにおける毛織物・絹織物製造業は、共に中世に起
源をもっている。絹織物製造業は 11 世紀頃に始まり、14 世紀の成長を経て、16 世紀末から
17 世紀を通じてヴェネツィア経済の主役であった2。こうした繊維製品製造業発展の背景には、
その主な販売市場であるオスマン帝国において、高級繊維製品に対する莫大な需要があったこ
とは無視できない。首都イスタンブルは 50 万人ともいわれる巨大人口を擁し、スルタン一族
や高級官僚、多くの富裕層を抱える、奢侈品消費の一大中心地であった。オスマン帝国では、
国家の富と威信を内外に表明する手段として、スルタンや高官の奢侈品消費は重要事項である。
そうした文化のなかで、帝国内外で製造された豪華な絹織物は特に重要な役割を担っており、
ヴェネツィアをはじめとするイタリア製絹織物は高い評価を受けていた3。さらにオスマン帝国
                                                          
1 Domenico Sella (1997), Italy in the Seventeenth Century, London & New York, pp.41ff. 
2 Id. (1961), Commerci e industrie a Venezia nel secolo XVII, Venezia & Roma. ; Claudio Pezzolo (1997), 
“L’economia”, La Venezia Barocca (Storia di Venezia, Vol. VII), Roma, pp.369-478. 16 世紀までのヴェネ
ツィアの絹織物生業については、Luca Molà (2000), The Silk Textile Industry of Renaissance Venice, 
Baltimore & London を参照。 
3 イスタンブルにおける奢侈品消費の重要性については、拙稿 (2012), “Florentine Textiles for the 
Ottoman Empire in the Seventeenth Century”, Mediterranean World, XXI, pp.179-83.他以下を参照。
İpek, The Crescent and the Rose, Imperial Ottoman Silks and Velvets, Julian Raby & Alison Effeny 
(eds.), London, 2001, pp.21-35.; A Social History of Ottoman Istanbul, E. Boyar & K. Fleet (eds), 
Cambridge. イスタンブルのトプカプ宮殿に所蔵されるスルタン一族の衣装のなかに、イタリア製絹織物
を使用したものが多数含まれていることが近年明らかになっている。この点については以下を参照：
“Italian silks for the Ottoman market”, İpek (2001) op.cit., pp.182-190.; Louise W. Mackie (2001), 
“Italian Silks for the Ottoman Sultans”, Electronic Journal of Oriental Studies, IV (= M. Kiel, L 
Landman & H. Theunisse (eds.), Proceedings of the 11th International Congress of Turkish Art, 
Utrecht- The Netherlands, August 23-28, 1999), No.31, 1-21. Id. (2004), “Ottoman kaftans with an 
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は、絹織物の原材料となる生糸をヴェネツィアに供給する立場にもあった。 
 オスマン帝国市場をターゲットとしたのはヴェネツィアに限らず、たとえばフィレンツェ毛
織物製造業や同絹織物製造業研究においても、オスマン帝国市場の重要性が指摘されている4。 
 絹産業を軸とした近世のヴェネツィアとオスマン帝国の経済的結びつきは、これまでその重
要性が指摘されながらも、従来の研究では、主に製造業や染織史の分野に重点がおかれ、需要
や流通面での分析は少ない。そこで本稿では、オスマン帝国、特に生糸供給地であるシリアと
ヴェネツィアとの関係を分析し、両者の貿易関係を考具体的に考察する。 
 
1．史料 
 
 近世のオスマン帝国とヴェネツィアとの経済的結びつきに関して、その重要性が指摘されな
がらも経済史分野での研究が進んでいない理由の一つに、残存史料の問題がある。元来、オス
マン帝国とヴェネツィア、広義にはイスラーム世界とイタリアでは、国家の制度や政策が全く
異なり、また商業慣行にも大きな相違があった。広い意味での文化的な違いが、作成・保管さ
れた史料の相違を生んだのである。例えば、中世後期以来、北イタリア諸都市では帳簿や契約
書など個々の商人の取引を記録した史料が大量に作成・保管された。記録作成と保管の目的は、
当初は裁判における証拠であったと考えられている。これに対しイスラーム世界では、裁判に
おいて証人が重視されたこともあり、前近代における個々の商人の商売に関する記録類はほと
んど残されていない。 
 一方で国家全体に目を向けると、オスマン帝国は財政重視の国家であり、国土も広大であっ
たことから、輸出入の数量を示す史料は、ほとんど残されていない。輸出入に関する史料状況
はヴェネツィアも同様であるが、これは前近代における多くの国家に共通する事象でもあろう。 
 ヴェネツィアでは、中世後期から共和国末期まで、私貿易の形態が維持された。この点で、
近世になると国家に認可を受けた特許会社のもとでレヴァントやアジアとの海外貿易が営まれ、
まとまった史料が作成・保管されたイギリス、オランダ、フランスなどの北ヨーロッパ諸国と
                                                                                                                                                       
Italian identity”, Ottoman Costumes, From Textile to Identity, S. Faroqhi & C. K. Neumann (eds.), 
İstanbul, pp.219-229. 
4 フィレンツェの繊維製品製造とオスマン帝国市場の関係に関しては、中世後期に関する研究が中心と
なっている。毛織物製造業に関しては、星野秀利（1995）『中世後期フィレンツェ毛織物工業史』（齊藤寛
海訳）名古屋大学出版会、第 5 章; H. Hoshino (2001), Industria tessile e commercio internazionale nella 
Firenze del tardo Medioevo, Parte Seconda, Firenze を参照。絹織物製造業に関しては、鴨野洋一郎(2010)
「1500 年前後のフィレンツェ絹織物工業と国際市場--セッリストーリ金箔会社の経営記録から」『西洋中世
研究』(2), 141-160 頁；同（2011）「15-16 世紀におけるフィレンツェ・オスマン関係と貿易枠組み」（特集 
オスマン帝国史の諸問題--世界秩序と国際関係）『東洋文化』(91), 25-45 頁を参照。17 世紀のオスマン市場
におけるフィレンツェ製絹織物の評価については、拙稿（2012），“Florentine Textiles for the Ottoman 
Empire”, op.cit. を参照。 
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異なる。さらにヴェネツィアでは、主に航海毎に共同出資を清算する航海勘定によって取引が
おこなわれたことから、フィレンツェにおける会社組織のように、比較的長期間にわたって取
引に関する史料が作成・保管されることは少なかった。 
 以上のような理由から、オスマン帝国とヴェネツィアの経済的交流を分析する場合には、断
片的で性格の異なる史料を突き合わせざるをえない、という問題が生じるのである。また前近
代のヴェネツィアおよびオスマン帝国の経済的紐帯に関しては、長期的かつまとまった史料が
見つかっていないことから、今後も本稿の様な断片的な史料分析の積み重ねによってのみ、両
者の関係を明らかにすることが可能となろう。 
 筆者はこれまで、オスマン帝国およびヴェネツィアの史料分析をもとに、ヴェルヴェットを
はじめとするヴェネツィア製高級絹織物が、17 世紀のオスマン帝国（イスタンブルとブルサ）
で高い評価を得ていたことを提示してきた5。本稿では、16世紀末から17世紀初頭にヴェネツィ
アで作成された公証人文書（海上保険証書）をもとに、ヴェネツィアとオスマン帝国、特にシ
リアとの輸出入貿易について考察する。 
 本稿で利用する史料は、ヴェネツィアの公証人ジョヴァン=アンドレア=カッティ（Giovan 
Andrea Catti）と、アンドレア=スピネッリ（Andrea Spinelli）が、1592 年から 1609 年にか
けてヴェネツィアを出入りする船舶および商品について作成した海上保険証書をもとにアルベ
ルト=テネンティが作成・出版した一覧表6 である。証書に含まれる情報は不完全で、船舶名や
保険契約関係者の氏名、商品名や数量はしばしば不備が見られる。また、わずか 2 名の公証人
が 17年間に関わった契約であるという史料上の限界があるが、そこに含まれる豊富な情報は、
間違いなく近世ヴェネツィアの海上貿易の一面を知る重要な手がかりである。 
 公証人カッティとスピネッリは、もっぱら商人を顧客に持ち、レヴァントとの交易および西
方との輸送を専門としていた。カッティはヴェネツィア市民権を得たベルガモ起源の一族に属
し、1577 年から 1609 年までは単独で、その後は 1621 年まで息子と共に公証人業務に携わり、
1624 年頃死亡したと考えられる。ヴェネツィアの公証人組合の記録には、カッティの活動に関
する数多い言及があり、組合において数々の重要な役職を務めていたことがわかっている。ス
ピネッリの一族についてはあまり多くの情報がない。1591 年から公証人を務め、1594 年以降
いくつかの重要な組合の役職を務めた記録が残されている。スピネッリは 1609 年に職を辞し
                                                          
5 拙稿（2005）「近世のヴェネツィア絹織物産業とオスマン市場」『港町と海域世界』（シリーズ港町の世界
史①）歴史学研究会編、青木書店 299-331 頁。同（2006），“I tessuti serici veneziani e il mercato ottomano 
nell’epoca premoderna (secoli XVI-XVIIo),” Mediterranean World, XVIII, pp. 63-73.; 同 (2008), “The 
Textile Market in Istanbul and Bursa in the First Half of the Seventeenth Century: An Introduction”, 
Mediterranean World, XIX, pp.161-197. 
6 Alberto Tenenti (1959), Naufrages, Corsaires et Assurances maritimes à Venise 1592-1609, Paris. 
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た後、甥と共に 1617 年まで仕事を続け、その後まもなく死亡したと考えられる7。 
 一覧のもととなった証書の大部分は、cessio とよばれる保険の放棄である。つまり公証人の
前で、保険契約によって予想された遭難、略奪、損害ないしはそうしたアクシデントを知った
町の商人たち、彼らの代理人や店員が、商品や船舶に関する彼らの全ての権利を放棄したので
ある。これらの証書からは、船舶の名前、船長の名前、たどった航路、航海の中止に至った理
由、また、被保険者と保険業者の名前などを読み取ることができる。 
 テネンティは、証書の内容を整理し、①船舶の名称もしくは種類、②被保険者の名前、③保
険業者の名前、④輸送された商品、の 4 点を軸として、1021 点の証書を出発の年代順に列挙
している。テネンティの関心は主に船舶および航路に向けられ、船舶の国籍、出発地と目的地、
海賊や私掠船による被害、ヴェネツィア政府による海賊・私掠船被害への対抗策、海上保険の
利率の推移等について詳細に解説している。その一方で、契約書に記載された輸出入商品には
ほとんど関心が払われていない。そこで本稿では、テネンティが年代順に整理した 1021 件の
保険契約（正しくは保険契約の放棄）を、ヴェネツィアを起点とした輸出と輸入に分け、さら
に相手地域別に分類して分析を行った。なお、本文中および脚注の「資料番号」は、テネンティ
が整理・出版の際に年代順に割り当てた番号を示している。 
 
2．ヴェネツィアの輸出入貿易とオスマン帝国 
 
 カッティとスピネッリの契約書群では、①イタリア諸地方・都市、②オスマン帝国、③ヴェ
ネツィアの海外領土の 3 地域が、海上貿易の主要な相手先としてあげられる（表 1 参照）。テ
ネンティは、当時のヴェネツィアの海外貿易が、イタリアやヴェネツィアの海外領土を中心と
した中・小規模なものに転化していたと解説している8。しかし、前述のように、16 世紀後半
から 17 世紀において、ヴェネツィア経済の基軸は、伝統的な海上交易に変わって、輸出向け
奢侈品製造および海外への輸出に転化し、オスマン帝国はその重要な輸出先であったと考えら
れている。 
 カッティとスピネッリの契約書群でも、オスマン帝国は、ヴェネツィアの海外領土と並んで
織物の主要な輸出先である9（表 2 参照）。この点でオスマン帝国向けの輸出商品は、様々な商
品が混在するイタリア諸地方・都市向け輸出や、干しブドウやブドウ酒（大半はイオニア諸島 
                                                          
7 A.Tenenti (1959), Naufrages, op.cit., pp.8-9. 
8 Ibid. pp.11 ff 
9 同史料に見られるヴェネツィアからイスタンブル、ドゥブロヴニク（ラグーザ）、ヴロラ（ヴァロナ）の
3 都市に向けた輸出商品については、拙稿（2005）「近世のヴェネツィア絹織物産業とオスマン市場」を参
照。 
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表 1 ヴェネツィアの輸出入貿易（1592-1609 年） ― 地域別概要 
輸出入 
 
相手地域 
ヴェネツィアより輸出 ヴェネツィアへ輸入 輸出入不明  
実数
（うち商品記載なし）
実数
（うち商品記載なし）
実数 
うち商品記載なし 
イタリア半島・シチリア 125   (54) 163  (37)
イタリア半島・シチリア＋  10 (1) 4 (1)
イベリア半島  24 (11) 52 (13)
北西欧  24 (9) 67 (17)
オスマン帝国  100 (34) 140 (42)
ヴェネツィア領  78 (22) 118 (7)
ヴェネツィア領＋  5 (4) 1 (0)
西地中海  1 (0) 6 (1)
不明  1* (0) 11 (2) 95 (60) 
ヴェネツィアを経由しない  1** (0)
計  369 (135) 562 (120) 1021 (315)  
 A.Tenenti (1959), Naufrages, op.cit.より筆者作成 
*資料番号 216 Osterdan へ干しブドウ 
**資料番号 861 バーリからフェッラーラへ穀物 
 
表 2 ヴェネツィアの輸出入貿易（1592-1609 年）―主要貿易商品 
相手地域 主要都市 主要輸出品目 主要輸入品目 
ヴェネツィア領 ケファロニア 
コルフ 
ザンテ 
カンディア 
織物 
織物（高級品あり） 
織物・現金 
様々・木材・穀物 
干しブドウ 
コードバン・絹・油・ブドウ酒等様々 
ブドウ酒・干しブドウ 
ブドウ酒・干しブドウ・油・チーズ 
オスマン帝国 イスタンブル 
イズミル 
フォカイア 
ドゥブロヴニク（ラグーザ） 
レジャ（アレッシオ） 
ドゥラス（ドゥラッツォ） 
ヴロラ（ヴァロナ） 
キプロス 
シリア 
アレクサンドリア 
織物（高級品あり） 
織物 
 
織物（高級品あり） 
 
織物 
織物 
織物 
織物（高級品あり） 
織物（高級品あり） 
皮革・羊毛・呉絽 
綿 
綿 
皮革・羊毛・呉絽 
羊毛 
 
コードバン・絹 
綿・インディゴ 
絹・綿・スパイス・インディゴ 
スパイス・インディゴ・火薬 
イタリア・シチリア 
マルケ 
アブルッツォ 
 
プーリア 
 
 
 
 
カラブリア 
シチリア 
 
マラン=デッレ=グロッテ 
フォルトーレ 
ヴァスト 
モルフェッタ 
バーリ 
レッチェ 
オトラント 
プーリア 
メッシーナ 
パレルモ 
 
 
皮革 
 
 
織物等様々・高級品少ない 
織物 
 
様々 
金属等様々 
木材・書籍・ガラス等様々 
 
穀物 
穀物・油 
穀物・油 
油 
油 
油 
油 
 
 
砂糖・スパイス 
イベリア半島 リスボン 
イベリア 
様々（織物なし） 
 
砂糖 
羊毛 
北西欧 アムステルダム 
ミデルブルフ 
ハンブルグ 
イングランド 
ロンドン 
干しブドウ 
 
 
干しブドウ・マスカットブドウ酒
干しブドウ 
穀物 
穀物 
穀物 
穀物・ニシン・金属等様々 
カージー・鉛 
A.Tenenti (1959), Naufrages, op.cit.より筆者作成 
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表 3 輸出契約書数上位 
目的地 契約書数 地域区分* 
ドゥブロヴニク（ラグーザ） 22 O 
フォルトーレ 21 It 
カンディア 18 V 
ザンテ 16 V 
リスボン 14 Ib 
イズミル 13 O 
イスタンブル 12 O 
バーリ 12 It 
パレルモ 12 It 
シリア  9 O 
キプロス  9 O 
コルフ  9 V 
レッチェ  9 It 
メッシーナ  9 It 
ナポリ  9 It 
アムステルダム  9 N 
アレクサンドリア  8 O 
ヴロラ（ヴァロナ）  7 O 
イングランド  6 N 
ケファロニア  5 V 
モノーポリ  5 It 
ロンドン  5 N 
*地域区分 
Ib=イベリア 
It=ヴェネツィア領以外のイタリア 
N=北ヨーロッパ 
O=オスマン領 
V=ヴェネツィア領 
 
 
など、ヴェネツィアの海外領土産品の再輸出と考えられる）を主とした北ヨーロッパ向けの輸
出と大きく異なっている。 
 さらに、ヴェネツィアの海外領土に向けた織物輸出に高級品は少なく、高級織物はほぼオス
マン帝国への輸出に限定されている。イタリア諸地方・都市へも繊維製品輸出がほとんど見ら
れない背景には、当時ヴェネツィアなど北イタリアの諸都市では毛織物・絹織物製造業が成熟
し、各都市が自国製品の保護を目的とした外国製品の輸入規制を敷いていたことが考えられる10。
ヴェネツィア製繊維製品もイタリアの他都市へ輸出することは（少なくとも公的には）難しく、
その結果、販売市場は主として規制を受けない自国の領土やオスマン帝国、ドイツなどに絞ら
れたと考えられている11。さらにドイツは 17 世紀前半に三十年戦争の影響で市場が混乱してい
                                                          
10 L. Molà (2000), The Silk Textile Industry, op. cit., p.33. また本稿で分析した史料は海路のみを扱って
おり、陸路を主とする北イタリアへの輸出は対象外であることも、織物輸出数に影響していると考えられ
る。 
11 またこうした規制の存在によって、同史料においてヴェネツィアから輸出される織物、特に高級品は、
基本的に他国製品の再輸出ではなく、ヴェネツィア領内で製造されたものと考えることができる。 
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たことから、ヴェネツィアにとってオスマン帝国は非常に重要な存在であった。 
 オスマン帝国からヴェネツィアへの輸入は、イスタンブル、イズミル、ドヴロブニクなどか
らは皮革や羊毛、綿などが中心となっている。これに対し、シリアからの輸送品は主に絹（生
糸）、綿、スパイス、インディゴで、特に絹は、ヴェネツィアへの輸入はもっぱらシリアからの
商品で占められている。 
 このようにオスマン帝国は、近世ヴェネツィア経済の基軸である高級繊維製品の輸出市場で
あるだけでなく、シリアからの生糸輸入を通じて製造業の原料調達にも深く関わっており、ヴェ
ネツィア経済の生き残りにおける重要なカギを握っていたと考えられるのである。 
 
(1) ヴェネツィアからシリアへの輸出 
 カッティとスピネッリの契約書群では、ヴェネツィアからシリアへの輸出は、毛織物と絹織
物が中心である（資料1参照）。これはイスタンブルやドゥブロヴニク（ラグーザ）など、他の
オスマン帝国都市への輸出と共通する12。 
 シリアを含むオスマン帝国へ輸出された毛織物は、主に「60［ポルタータ］の毛織物」ある
いは「70［ポルタータ］の毛織物」である。ヴェネツィアでいうポルタータは、フィレンツェ
ではパイゥオーラといわれ、経糸の本数を表す単位である。1 ポルタータは（織機の縦糸枠に
ある釘のひとつに掛かっている）40 本を標準とする経糸からなっていた。一般にポルタータの
数が多いほど、その製品は高級であった13。 
 ヴェネツィアにおける毛織物製造は 16 世紀後半から 17世紀初めにかけて最盛期を迎えてお
り、特にオスマン帝国への輸出において、フィレンツェなど他の産地の製品を抑えて相当のシェ
アを占めていたと考えられている14。同史料では、シリアへ輸出された毛織物について、産地
がヴェネツィアであると記されたものは 1 件のみであるが15、前述の様な理由により、産地が
併記されない毛織物にもヴェネツィア製品がかなり含まれていると推測される。 
 一方、シリアへの絹織物の輸出は、サテン、ダマスク織り、金銀糸入り［絹］織物などがみら
れる。ダマスク織りは、本来シリアの中心地ダマスクスを原産地とする絹織物の名称である。
しかしヴェネツィアなど北イタリアでも比較的早くその手法が採用され、中世後期には逆に東
地中海地域に輸出されるようになった。例えば、15 世紀前半にヴェネツィア商人がコンスタン
                                                          
12 註 9 参照。 
13 星野秀利（1995）『中世後期フィレンツェ毛織物工業史』、281 頁。 
14 D. Sella (1957), “Les mouvements longs de l’industrie lainière à Venise aux XVIème et XVIIème 
siècle”, Annales: Économies, Sociétes, Civilisations, XII,; Id. (1968), “The Rise and Fall of Venetian 
Woolen Industry”, Crisis and Change in the Venetian Economy in the Sixteenth and Seventeenth 
Centuries, P.Mathias (ed.), London, pp.106-126. 
15 資料番号 1017「ヴェネツィア製毛織物 6」。同史料では、織物の産地が常に併記されているわけではな
く、特にヴェネツィア製以外の表記はほとんど見られない。 
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ティノープルに輸入し販売した絹織物のなかにも、ダマスク織りが含まれている16。絹織物の
場合、ダマスク織り、ヴェルヴェット、タビー織、金銀糸入り［絹］織物などの高級品製造はヴェ
ネツィア市内に限定され、大陸領土ではごく一部の例外を除いて、一貫してその製造が禁止さ
れていた17。 
 ところで、シリア向けの輸出はイスタンブルやドゥブロヴニク向けと同様の傾向が見られる
一方で、輸出契約書数や輸送された高級織物の数という点で、後者とは相当のひらきがあるこ
とは否めない。この数の違いの背景のひとつには、宮廷や高級官僚、多くの富裕層を抱える首
都イスタンブルの存在が考えられる。例えば、ドゥブロヴニクへ輸出された商品の多くも、エ
グナティア街道を通ってイスタンブル方面へ再輸送された可能性が高い18。シリア方面への中
継地としては、クレタ島のカンディア（ヴェネツィア領）が想定される。しかし同史料では、
カンディアへの輸送品の数は多いものの、そのなかに高級織物はほとんど含まれていない。ま
た、キプロス島（オスマン領）もシリアへの有力な中継地であり、「60［ポルタータ］の毛織
物」、サテンやタビー織など数点が送られている。 
 シリアにおけるヴェネツィア製あるいはイタリア製絹織物消費の実態は、イスタンブルと比
較すると、ほとんどわかっていない19。広大なオスマン帝国は、社会的にも経済的にも、決し
て中央集権的な一枚岩の存在ではなかった。しかし本稿でも検討したようにシリアはイスタン
ブル等と同様、ヴェネツィアからの高級織物輸出の重要な市場のひとつであった。今後は、シ
リアに関するオスマン側の史料等との突合せをすすめることによって、オスマン帝国市場にお
けるイタリア製絹織物の位置づけが、さらに明らかになると考えられる。 
 
(2) シリアからヴェネツィアへの輸出 
 カッティとスピネッリの契約書群では、シリアからの輸送品は主に絹（生糸）、綿、インディ
ゴ、各種薬種（スパイスを含む）である20（資料 2 参照）。綿はイズミルやキプロスなどからも
輸送され、またスパイスはアレクサンドリアやパレルモからの商品にも多く見られる。これに
対し、ヴェネツィアへの絹の輸入は、イオニア諸島のコルフ島（ヴェネツィア領）21、キプロス
                                                          
16 A.S.V., Cinque Savi alla Mercanzia, b.958. (Il libro dei conti di Giacomo Badoer, a cura di Umberto 
Dolini e Tommaso Bertele, Roma, 1956), c.113, 244. 同史料を分析したものとして、拙稿（1998）"Trades 
in Constantinople in the First Half of the Fifteenth Century", Mediterranean World, XV, pp. 41-49. 
17 L. Molà (2000), The Silk Textile Industry, op.cit., pp.261 ff. 
18 拙稿（2005）「近世のヴェネツィア絹織物産業とオスマン市場」、308-9 頁。 
19 註 3 参照。 
20 「シリアとキプロス」（資料番号 877）および「シリアのトリポリとキプロス」（同 502）からの商品に
も絹が含まれるが、この商品がシリアとキプロスどちらで船積みされたかは、契約書からはわからない。 
21 資料番号 241、808、852、1007。 
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島（オスマン領）22 からの商品に多少含まれる程度で、圧倒的にシリアからの商品が占めている。 
 ヴェネツィアでは、絹織物製造業の発展にともなって、13 世紀頃からモレア（ペロポネソス
半島）および南イタリアからの生糸輸入が増え、ペルシア産生糸も輸入された。最高級のペル
シア産生糸はカスピ海沿岸で生産され、陸路を通じて地中海沿岸地域へ運ばれた。16 世紀まで
シリアのアレッポとアナトリアのブルサが生糸の二大集散地であった。ヴェネツィア商人は、
15 世紀半ばまでは、主に黒海沿岸（タナ、トラブゾン、コンスタンティノープル）で生糸を買
い付けた。15 世紀後半にダマスクスとアレッポでの購入に移り、16 世紀以降はアレッポが取
引の中心となった23。 
 絹織物の原材料である生糸は、産地によって糸の太さや強度、色などの性質に大きな違いが
生じることを避けられない。したがって各製造者および製造者組合（アルテ）は、製造する織
物にあわせて用いるべき生糸（正しくは生糸から製造する撚糸の織糸）の産地を細かく分類・
指定していた24。 
 ヴェネツィアの輸出向け絹織物は、ヴェルヴェットや錦など、金銀糸も用いた厚手の高級品
であり、17 世紀を通じて概ね生産が維持された25。高級品に適した織糸は、やはり高級品のペ
ルシア産やモレア産の輸入生糸から製造される。一方、ヴェネツィアの大陸領土
テッラ-フェルマ
では、14 世紀
頃から養蚕業および絹撚糸製造業が安定した成長を見せ、17 世紀には、ヴェネツィア市内の高
級絹織物製造業と共にヴェネツィア経済を支えた。ここで製造された絹撚糸は、大半がフラン
スなど国外へ輸出された26。 
 ヴェネツィア絹製造業研究史家のモラは、16 世紀末から 17 世紀初めにヴェネツィア領内で
流通していた第一級生糸の量を国外との輸出入でヴェネツィアを通過した生糸と、大陸領土で
生産された生糸の年間の総量を、以下のように推計している。なお、第二級生糸や屑糸はここ
                                                          
22 資料番号 487、819 
23 Molà (2000), The Silk Textile Industry, op.cit., pp.57-8. ヴェネツィアは 1545年にシリア領事をダマス
クスからトリポリに移し、さらに 1548 年にアレッポへ定めた。Bruce Masters (1999), “Aleppo: the 
Ottoman Empire’s caravan city”, The Ottoman City between East and West, Aleppo, Izmir, and 
Istanbul, E.Eldem, D.Goffman & B.Masters (eds), Cambridge, p.26. 
24 L. Molà (2000), The Silk Textile Industry, op.cit., pp.56,68-70, 72ff. 
25 D. Sella (1961), Commerci e industrie a Venezia op. cit., Appendice F. 
26 L. Molà (2000), The Silk Textile Industry, op.cit., pp241ff.; モラは、オスマン帝国から輸入した生糸も
全てヴェネツィア市内の絹織物製造に回されたのではなく、かなりの割合で再輸出されたと推論している
が、根拠となる史料は決定的に不足している。Ibid. pp.59-60. 大陸領土における養蚕業、絹撚糸業及びそ
の輸出については、Salvatore Ciriacono の以下の研究を参照。Salvatore Ciriacono (1981), "Silk 
Manufacturing in France and Italy in the XVII Century: Two Models Compared,” The Journal of 
European Economic History, X, pp. 167-199.; Id. (1988), “Mass Consumption Goods and Luxury Goods: 
the De-Industrialization of the Republic of Venice from the Sixteenth Century to the Eighteenth 
Century”, The Rise and Fall of the Urban Industries in Italy and the Low Countries (Late Middle Ages 
– Early Modern Times), H.van der Wee (ed.), Leuven Univ. Press; サルヴァトーレ・チリアコノ（2003）、
「17-19 世紀イタリアにおける手工業・奢侈品工業・大量生産」（唐澤達之訳）、『比較都市史研究』22、59
－67 頁。 
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に含まれない27。 
 
シリアとペルシアから  50 万リブラ-ソッティーレ超 
南イタリアとイベリア半島から  5 万リブラ-ソッティーレ 
ギリシアとアルバニアから  推計データなし（15 万リブラ-ソッティーレ？） 
大陸領土  50 万リブラ-ソッティーレ 
計 約 120 万リブラ-ソッティーレ 
（1 リブラ-ソッティーレ＝301ｇ） 
 
 モラの推計をみると、当時のヴェネツィアでは、アレッポで買付けるシリアとペルシアから
の生糸輸入が大きな割合を占めていることがわかる。ブルサでは、イタリア商人とオスマン商
人の間で激しい生糸獲得競争がみられ、結果としてブルサの伝統的地場産業である高級絹織物
製造の質低下を招く一因となった28。これに対しアレッポでは、ある程度絹織物製造業もおこ
なわれていたが、同地に集まるペルシア産生糸および周辺で生産されるシリア産生糸は、もっ
ぱらヨーロッパ商人に売却された29。 
 ヴェネツィア商人は、16 世紀のアレッポでフランスなどを抑えて優位に立ち、17 世紀に入っ
ても有力な存在であったが、次第にイギリスおよびフランスの商人、特に前者の数が増加して
いった。この当時、ペルシアからアレッポを経由してヨーロッパへ輸出される生糸交易で活躍
したのが、ペルシアの首都イスファハン郊外に居住するアルメニア商人である。ヨーロッパ商
人は、銀ないしは毛織物との物々交換の形で、アルメニア商人からペルシア産生糸を入手し、
トリポリおよびアレクサンドレッタ（イスケンデルン）の港からヨーロッパへ向けて輸送した30。
                                                          
27 L. Molà (2000), The Silk Textile Industry, op.cit., pp.304-5. 
28 ブルサの生糸市場におけるイタリア商人と地元商人の関係については、以下の研究を参照。Halil İnalcık 
(1994), "Bursa and the silk trade", H. İnalcık & D. Quataert (eds.)The Economic and Social History of 
the Ottoman Empire, 1300-1914, Cambridge, pp.218-255; Florence Edler De Roover (1966), "Andrea 
Banchi, Florentine silk manufacturer and merchant in the Fifteenth Century", Studies in Medieval 
and Renaissance History, III, pp.223-285; Murat Çizakça (1978), Sixteenth -Seventeenth Century 
Inflation and the Bursa Silk Industry: A Pattern for Ottoman Industrial Decline?, Ph.D. Thesis, 
University of Pennsylvania.; Id. (1980), "Price History and the Bursa Silk Industry : A Study in 
Ottoman Industrial Decline, 1550-1650", The Journal of Eoconomic History, XL(3), pp.533-550. ; Id 
(1983)., "A short history of the Bursa silk industry (1500-1900)", Journal of the Economics and Social 
History of the Orient, XXIII, pp.142-152. 16 世紀中葉には、高級なイタリア製絹織物を大量に購入するこ
とで国庫の負担が増すことを危惧した大宰相により、イタリア製絹織物の輸入縮小や、オスマン帝国製絹
織物製造を奨励する政策が布かれる結果も生じた。”The Ottoman silk industry”, İpek, (2001) op. cit., 
pp.155 ff. 
29 オスマン時代のアレッポについては、以下を参照。Bruce Masters (1988), The Origins of Western 
Economic Dominance in the Middle Rast: Mercantilism and the Islamic Economy in Aleppo, 1600-1750, 
New York.; Id (1999), “Aleppo: the Ottoman Empire’s caravan city”, The Ottoman City between East 
and West, Aleppo, Izmir, and Istanbul, E.Eldem, D.Goffman & B.Masters (eds), Cambridge, pp.1-78. 
30 アレッポにおけるフランス商人の取引と現地社会との関わりについては、深沢克己(1999)「レヴァント
のフランス商人 ―交易の形態と条件をめぐって」『ネットワークの中の地中海』（歴史学研究会編）青木
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カッティとスピネッリの契約書群にみられる、シリアへ輸出された毛織物・絹織物は、シリア（ア
レッポ）で消費されるだけでなく、生糸との取引に用いられる場合も少なくなかったであろう。 
 このように、16 世紀以降シリアにおけるヨーロッパ商人による生糸売買はもっぱらアレッポ
に集中していたことから、カッティとスピネッリの契約書群において、「シリア」および「シリ
アのトリポリ」から輸送された生糸の大部分は、アレッポで買付けられたものと考えられる。 
 同史料では、beledi (beledina)、satar など、ペルシア産生糸であることが併記されているも
のもみられるが、産地不明の生糸も多く含まれている。シリアから輸送される生糸には、ペル
シア産生糸とシリア産生糸の両方が含まれるが、16 世紀以降のヴェネツィアでは、シリア産生
糸の需要が急増し、時にはペルシア産生糸のそれを上回ることもあった31。 
 シリアからの輸入以外では、同史料には、ヴェネツィア領のコルフ島からの絹（生糸）輸入
も数点みられ、これらが地理的にコルフ島に近いモレア産生糸であった可能性はあるが、いず
れも産地の併記はない32。モレア産生糸は、高級絹織物にも安価な軽量織物にも適する材料と
して需要があった33。しかしヴェネツィアでは、16 世紀半ば以降、モレア生糸をめぐってアン
コーナやオスマン商人との競争が激しくなり、安価な輸入が困難になりつつあった34。こうし
た状況が、同史料にみられるギリシア方面からの生糸輸入に影響を与えたともいえよう。 
 ヴェネツィアでは、輸入生糸の再輸出もおこなわれていた。ギリシア方面からの生糸輸入が
少ないことは、ヴェネツィアにとって、アレッポでの生糸購入と本国への輸送が、本国の絹織
物製造および生糸輸出入業にとって不可欠の活動であったことを示す。17 世初頭、シリアから
の生糸輸入は 15 世紀の約 5 倍にまで達した35。セッラによれば、シリアからの生糸輸入は、1604
年以降減少する36。しかしこれは、キャラヴァンによって輸送されるペルシア産生糸の供給が、
オスマン-サファヴィー間の政治紛争により不安定であった影響とも考えられる37。特に 17 世
紀初めには、シャー=アッバース（在位 1587-1629 年）によって、オスマン帝国に対する妨害
                                                                                                                                                       
書店、113―142 頁、を参照。18 世紀になると、アラビア語を話すキリスト教徒がアルメニア商人にかわっ
てアレッポ商業を支配するようになる。またアナトリアのイズミルが、ペルシア産生糸の集散地として急
成長していった。イズミルについては、Daniel Goffman (1990), Izmir and the Levantine World, 
1550-1650, Seattle, WA を参照。アレクサンドレッタには、1593 年に税関が創設され、1939 年までアレッ
ポの主要な外港として存続した。Bruce Masters (1999), “Aleppo”, op.cit., p.29. 
31 Molà (2000), The Silk Textile Industry, op.cit., p.59。 
32 註 21 参照。他のイオニア諸島（ザンテ島、ケファロニア島）からは、ヴェネツィアへの生糸の輸出は
みられない。 
33 Molà (2000), The Silk Textile Industry, op.cit., p.68. 
34 Molà (2000), The Silk Textile Industry, op.cit.,64-75.; 16 世紀以降のアドリア海におけるヴェネツィア
とライヴァル都市の関係については、齋藤寛海「アンコーナとラグーザ 十六世紀のレヴァント商業」『イ
タリア学会誌』35 号、1988 年、118-138 頁を参照。 
35 Molà (2000), The Silk Textile Industry, op.cit.p.58. 
36 ただしデータは 1613 年まで。D. Sella (1961), Commerci e industrie a Venezia, op.cit., Appendice C. 
37 オスマン帝国では、ペルシア産生糸への依存を脱するべくブルサ周辺での養蚕が奨励され、17 世紀にな
ると軌道に乗り始める。İpek, (2001), op.cit., pp.155ff. 
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工作の一環として、アレッポへのペルシア産生糸輸送が激減したが、その死後、アレッポにお
けるペルシア産生糸交易は復活した。 
 ここまで、生糸輸入を中心にヴェネツィアとシリア（アレッポ）の貿易関係を見てきたが、
17 世紀前半における両者の関係は絹貿易に限定されたものではない。カッティとスピネッリの
契約書群でも、相当量のインディゴやスパイスがシリアからヴェネツィアへ輸送されている。
また 17 世紀前半にアレッポに駐在し、インド王族の代理を務めたあるインド商人が、40,000
グルシュ相当という当時のアレッポでは他に類を見ない大量のインド産品をヴェネツィアに
送った記録が残されている38。 
 以上のように、16 世紀末から 17 世紀にかけて、シリアからヴェネツィアへ、中世後期より
続く綿やスパイスに加えて、ペルシア産およびシリア産の生糸が輸送されたことが確認された。
当時ヴェネツィアの基幹産業は、海上輸送による中継交易から、輸出向け絹織物製造業に転化
しつつあった。シリアは、原料供給面からも、近世のヴェネツィア経済を支える重要な役割を
果たしていたのである。 
 
結び 
 
 本稿で検討した結果、シリアは、イスタンブルやドヴロブニク、アレクサンドリアなどと並
んで、ヴェネツィアからの自国製高級織物の輸出先のひとつであったことが具体的に示された。
同時に、シリアは他のオスマン帝国諸都市とは異なり、ヴェネツィアへほぼ独占的に生糸を供
給する立場にもあった。つまり同史料からは、シリアがヴェネツィア製絹織物の原材料供給と
完成品の販路として、二重の意味でヴェネツィアと深く結びついていたことが示唆されている。 
 オスマン帝国市場は、近世ヴェネツィア経済の主軸である絹織物産業にとって不可欠な存在
であった。しかし、中世後期に比較して、ヴェネツィア経済の性格が変化した 17 世紀におけ
るイタリアとシリアとの経済的結びつきについては、史料の不足もあって、これまであまり検
討されてこなかった。今後の課題として、一方ではシリアにおける絹織物消費、他方でヴェネ
ツィアへの生糸輸入の実態をさらに明らかにすることが求められる。それによって、ヴェネツィ
アとオスマン帝国の経済的結びつきを、首都イスタンブルとのそれとは異なる側面から考察し、
両者の関係理解をより深めることが可能となるであろう。 
  
                                                          
38 Bruce Masters (1999), “Aleppo”, op.cit., pp.34-35. 
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資料 1 シリアへの輸出 
史料番号／年 ／船舶 ／船名 ／商品 
16 1592 na GRATAROLA 緋色ダマスク織 1 小箱 
217 1596 na  記載なし 
254 1597 na SILVESTRA 60［ポルタータ］の織物 18 
    白帆布 207 ブラッチャ 
    金銀糸を織り込んだ織物 161 と 1/2 ブラッチャ 
    サテン 162 ブラッチャ 
    毛織物 6 
    帆布 84 ブラッチャ 
    織物 12 点 
    帆布 300 ブラッチャ 
    現金 ハンガリー貨 300  
    サテン 2 点（408 ドゥカート相当） 
529 1601 na MORESINA 帆布 2 梱 
    ガラス 4 箱 
    板 200 
    60［ポルタータ］の織物 
    上質砂糖 1 箱 
    ナイフ 1 樽 
    ダマスク織 51 ブラッチャ 
    板 200 
570 1602 na MORESINA BONA FORTUNA 
    記載なし 
802 1605 na GIUSTINIANA ET VIDALA 
    絹 2 包 
    latado ダマスク織り 75 ブラッチャ 
1017 1609 na REATTA 織物 21 
    60［ポルタータ］の織物 45 
    織物 7 
    絹 400 ブラッチャ 
    紅色染料 1 包（リブラにつき 6 ドゥカート） 
    衣類 
    下着類 
    毛織物 16 
1017 1609 na REATTA 加工済み琥珀［竜涎香？］130 リブラ 
    ヴェネツィア製毛織物 6 
    帆布 260 ブラッチャ 
928 1608 na SALVETTA 記載なし 
409 1600 na LANDI 記載なし 
 
絹織物 ブラッチャ≒64cm 
毛織物 ブラッチャ≒68cm 
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資料 2 シリアからの輸入 
史料番号／年 ／船舶 ／船名 ／出発地 ／商品
338 1599 ma TIBONA アレッポ 記載なし
41 1593 ga THEBALDO シリア 絹 5 包
丁子の茎 9 包 
白テンの毛皮 
（1 点につき 3 と 1/2 ドゥカート） 
没食子（1000（miaro）につき 130 ドゥカート） 
コードバン 
スカモニン 
ピスタチオ 20 包（700 ドゥカート相当） 
インディゴ 2 箱 
メース 1 包 
クルミ 1 包 
丁子 1 包 
ビスケット（保存用固パン） 
絹製品 8 包 
ルバーブ 1 包 
ピスタチオ 15 包 
インディゴ 1 箱（400 ドゥカート相当） 
絹製品 4 包 
丁子の頭（capelette） 7 梱 
ピスタチオ 
小麦粉 
ビスケット（保存用堅パン） 
絹 7 梱 
チーズ 
絹 
絹 2 包 
インディゴ 2 箱
90 1594 na BALBIANA シリア キプロスの小鳥 6×1000
油 2 樽 
羊毛 1 袋 
ビスケット（保存用堅パン）600 リブラ 
絹 １包 
インディゴ 1 箱 
綿糸（fillado） 2 袋 
コードバン 1 梱 
［没食子］（galle） 24 包 
ロウ 2 包 
綿糸 12 袋 
ガランガ（薬種） 9 包 
インディゴ 2 箱
126 1594 na NANA ET RUGINA シリア 記載なし
134 1594 na RENIERA シリア ルバーブ
絹 2 包 
シナモン 7 箱 
綿 29 袋 
綿糸 4 包 
beledi 絹 3 包 
satar 絹 3 包 
ルバーブ 2 ケース（buste） 
シナモン 1 inchessa 
インディゴ 2 箱 
絹 2 包 
綿 30 袋 
canari 絹 1 梱 
並以下のベッドカバー 13 
アーミンの縁取り付きベッドカバー 4 
帆用の布 72 梱
139 1595 na PEGOLOTTA シリア 綿 8 袋
絹 3 包 
綿 14 袋 
絹 7 包 
綿糸 6 包 
没食子 4 包
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    絹 5 包
ルバーブ 1 ケース 
beledina 絹 1 包と 1 大包 
帆用の布 2 梱（=267 枚） 
没食子 10 包 
綿糸 5 包 
没食子 15 包 
綿糸 4 包 
絹 1 包 
絹 11 包 
コードバン 5 梱 
羊の粗皮 30 梱 
スカモニン 1 梱 
ナツメグ 4 包 
ルバーブ 1 箱（boite） 
綿 28 箱 
セイロンのシナモン 6 包 
canari satar 絹 2 包 
インディゴ 
絹 11 包 
絹 3 包（1400 ドゥカート相当） 
絹 1 包 
綿
160 1595 ga PATTI シリア 記載なし
308 1598 na RAGAZZONA シリア 記載なし
368 1599 na BAROZZA シリア 記載なし
567 1602 na GIUSTINIANA ET 
BENVENUTA 
シリア 絹 3 包
インディゴ 10 箱 
絹 1 包 
インディゴ 1 箱 
インディゴ 1 包（zurlo） 
薬種 3 包
609 1603 ma CARIDDI シリア 船舶 6000 ドゥカート相当 
同［船舶 6000 ドゥカート相当］ 
イナゴマメ 40 スタイオ（stara） 
ソラマメ 1 包（fardo） 
libretti 皮革 20 
キプロスのビスケット 1×1000 
塩漬け肉 1 樽 
キプロスのブドウ酒 1 カラテッロと 4 樽 
641 1603 na BALBIANA シリア 織物 800 ドゥカート相当
絹織物 2162 ブラッチャ 
現金 500 ドゥカート 
金糸を織り込んだ織物 984 
現金 2000 ドゥカート 
サテン 512 ブラッチャ 
金銀糸を織り込んだ織物 272 
現金 1000 ドゥカート 
絹織物 1600 ブラッチャ 
サテン 1555 と 1/2 ブラッチャ 
ダマスク織り 193 と 3/4 ブラッチャ 
金色の羊毛［織物］ 230 ブラッチャ 
金色の毛織物 12
714 1604 na RENIERA シリア 記載なし
848 1607 na LIONA シリア lauri インディゴ
綿糸 22 袋 
綿 12 袋 
lauri インディゴ 2 箱 
インディゴ 4 包 
絹 3 包 
綿糸 20 包 
キプロスの綿 53 袋 
塩の savorna 1/3 
インディゴ 2 箱 
綿糸 12 袋 
インディゴ 1 箱 
綿糸 12 包 
インディゴ 4 箱
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    絹 2 包
絹 2 包 
ブドウ酒 12 大桶？（barilami） 
帆用の布 100 
状態の悪い皮革 2 カンターレ 
綿糸 2 大きな梱 
インディゴ 16 
scafacci ベッドカバー 1 大包 
870 1607 na STROZZA シリア 記載なし
939 1608 na BUONA SPERANZA シリア 記載なし
944 1608 berton GIUSTINIAN シリア 記載なし
986 1609 na SALEVETTA シリア 絹 3 包
インディゴ 1 箱 
インディゴ 10 箱 
シナモン 59 包 
コードバン 5 梱 
呉絽 1 tavola 
絹 17 包 
アンモニア塩 5 包 
アギ（assa foetida） 7 包 
メース 4 包 
没食子 1000 につき 130 ドゥカート 
絹 2 包 
lauro インディゴ 4 箱 
没食子 2 包 
じゅうたん 1 梱 
絹 2 包 
インディゴ 2 箱 
綿糸 1 包 
モスリン 15 点 
綿 
綿糸 8 袋 
インディゴ 5 箱 
呉絽 6 
インディゴ 20 箱 
シナモン 15 包 
綿糸 12 包 
コードバン 6 包 
絹 4 梱 
ルバーブ 1 大包 
羽根飾り 166×1000 
絹 5 包 
宝石類 5000 ドゥカート相当 
インディゴ 
絹 
羽根布団 
絹 
インディゴ 
絹 
インディゴ 
綿
189 1595 na RHENIERA シリアのトリポリ 没食子 10 包
綿 3 袋 
帆用の布 1 梱
545 1602 na PEGOLOTTA シリアのトリポリ 羊毛
555 1602 na CANEVALA シリアのトリポリ beledi 絹 4 包
洗浄済み羊毛 480 袋 
没食子 6 包 
灰 204 袋 
干しブドウ 116 と 1/2 ケース 
745 1605 na PIGNA シリアのトリポリ beledi 絹 1 梱
絹 3 包 
牛皮革 640 
帆用の布 3 梱 
amuine 帆用の布 
vellade 
bagadeti テーブルクロス又はタオル（mantili） 
bordi
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    giurini
sesse 
ハンカチーフ 
ナプキン 
ディミト（亜麻又はくず綿の織物、ファスティアン） 
tachie 
レヴァント産干しブドウ（zebibo） 
プラム 
石鹸 1 箱 
羽根布団 30 
帆用の布 １梱（＝100 枚） 
織物 
シャツ 
ブドウ酒 
ビスケット 
油 等々 
（［織物、シャツ、ブドウ酒、ビスケットと 
 あわせて］ 443 ピアストル相当） 
大砲の部品 
鉄 
帆布 
工具 等々 
アンモニア塩 2 箱、245 ドゥカート相当 
801 1605 na BALBA シリアのトリポリ 絹
胡椒 
galle
805 1606 na GIUSTINIANA ET 
BENVENUTA 
シリアのトリポリ 絹 1 包
絹 1 包 
布類 
布地 
床屋の道具 
香水 
その他
980 1609 berton BALBI シリアのトリポリ 記載なし
877 1607 na RHENIERA ET 
SODERINA 
シリアとキプロス 絹 16 包
スパイクナード（甘松）（spicanard） 2 梱 
絹 7 梱 
絹 4 包 
絹 8 梱 
呉絽 5 tavole 
綿 7 袋 
絹 1 小梱 
絹 1 包 
絹 4 包 
船舶 36000 ドゥカート相当 
キプロスの綿 28 から 30 袋 
様々800 ドゥカート相当 
様々 600 ドゥカート相当 
ルバーブ 2 ケース 
綿 3 袋 
インディゴ 26 箱 
canari 絹 
絹 
綿糸 3200 リブラ 
皮革 200 リブラ 
綿 2 袋
451 1601 sa VIDALA ET CORDES シリアのトリポリ
とキプロス
記載なし
502 1601 na GIUSTINIANA シリアのトリポリ
とキプロス 
呉絽 10 包
絹 2 包 
綿糸 6 包 
絹 1 包 
絹 1 包
 
